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はじめに 

 

校長 吉川 亮 

 

本校は、本年に創立 100 周年を迎える県内屈指の伝統校である。各学年８クラス規模の学校で、

「自主自律」を校訓とし、生徒は真摯な態度で、勉学、学校行事、部活動に取り組み、ほぼ全員が４

年制大学に進学している。また、卒業生は約２万８千人を数え、各方面で多彩な活躍ぶりを見せてお

り、生徒の研究活動を様々な形でサポートしてくれている。 

平成 28 年度に神奈川県から理数教育推進校の指定を受け、課題研究の充実と生徒の科学技術・理

数に関する知的探究心を向上させるため、理数教育の推進と充実及び教員の研究指導力の向上にかか

る先進的な取組について研究を進めてきた。 

そうした中で、令和２年度に SSHの指定を受けるにあたり、教育課程の改訂に着手した。新たな教

育課程は、全校生徒に対し「文理不分離」を掲げ、入学年度に「物理基礎」「化学基礎」「生物基

礎」を全員が履修し、第２学年では「物理」「化学」「生物」から１～２科目を履修、数学について

は第２学年までに「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ａ」「数学Ｂ」「数学Ｃ」を全員に履修させ、理数教

育の基礎、読解力、科学的・論理的思考力の基礎を養っている。 

また、本校の SSHの特徴の一つとして、指定初年度から神奈川県内公立高校ではじめて、生徒が一

人１台のタブレット端末を所有することを実現した。第１学年は、学校設定科目「共創探究基礎

（『社会と情報』『総合的な探究の時間』を代替）」を全員が履修し、探究のプロセスに必要な技能

を身に付けるため、タブレット（キーボード付き）の基本操作、文書作成、表計算ソフトの活用、ス

ライド作成、協働編集、情報モラル、情報倫理を学び、後半に探究のプロセスを身に付けるためのミ

ニ探究に取り組んでいる。また、第２学年以降は、学校設定科目「数理・統計と情報（『社会と情

報』を代替）」を設置し、統計学やデータサイエンスの初歩を学び、データから価値のある情報を見

出し、分析・考察し、意思決定に生かす能力を身に付け、学校設定科目「共創探究Ⅰ（『総合的な探

究の時間』を代替）」での高度な探究活動につなげている。「共創探究Ⅰ」では、小集団のゼミ形式

で各自の探究対象を研究する時間としてカリキュラム開発を行い、生徒たちは身につけた ICTの技法

や探究の手法を生かして熱心に取り組んでいる。また、短期集中講座として設置した「サイエンスイ

ンターンシップ」については、２講座を実施した。 

 このように本校の SSH諸事業が順調に進行しているのも、文部科学省、国立研究開発法人科学技

術振興機構、神奈川県教育委員会、運営指導委員の皆様及び関係機関、協力企業の皆様のご協力あっ

てのことであり、この場をお借りして御礼申し上げるとともに、引き続きの御指導、御支援をお願い

するところである。 
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